
 

平成２２年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   42201 環境林整備の推進               （環境森林部） 

                   42202  生産林整備の推進              （環境森林部） 

    （主担当部：環境森林部）          42203  森林づくりへの県民参画の推進   （環境森林部） 

                                      42204  森林文化および森林環境教育の振興（環境森林部） 

 

＜施策の目的＞ 

（対象）県民が 

（意図）森林の公益的機能を享受している 

 

＜施策の数値目標＞ 

※ 県内の民有林で行われる年間の間伐実施面積（環境森林部森林保全室調べ） 

 
＜進捗状況（現状と課題）＞ 
・ 森林は、おいしい水やきれいな空気など、私たちの生活にとってかけがえのない多くの恩恵をも

たらしています。これまで三重県の森林は、林業生産活動による「木を植え、育て、収穫し、また

植える」緑の循環をとおして守り育てられてきましたが、木材価格の低下や需要の減少等により林

業生産活動が停滞し、手入れ不足に加え、シカ等の獣害により、森林の荒廃や公益的機能の低下が

懸念されています。 

・ 森林の恩恵は広く県民に享受されていることから、今後の森林づくりにおいては、多様な主体に

よる「木を使う」「森林を守る」などの森林づくりにつながる具体的な行動を広めるとともに、林

業経営をとおした森林の保全を進めるなど、社会全体で森林づくりを支えるしくみづくりが課題と

なっています。 
 
＜平成２２年度の取組方向＞ 

① 環境林については、針広混交林への誘導や広葉樹植栽による森林造成などにより、公益的機能が

継続的に発揮される森林づくりを進めるとともに、生産林については、林業生産活動をとおして公

益的機能の発揮をはかるため、森林資源の成熟化が進む中、森林の団地化・施業の集約化により利

用間伐の推進や獣害防止対策など適切な森林管理を進めます。 
② 県民の森林に対する理解を深めて森林づくりへの参画意識の醸成をはかり、「森林は大切」とい

う意識を「森林を守る」という具体的な行動に結びつけるとともに、森林のＣＯ２吸収量認証制度

の活用を検討するほか、森林ボランティアや「企業の森」をはじめとする多様な主体による森林づ

くりを進めます。 

施策目標項目（主指標）  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 

目標値 ― 8,000ha 8,000ha 8,000ha 8,000ha 
間伐実施面積 

実績値 7,452ha 9,074ha 9,167ha   

県の取組目標項目（副指標）  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 

目標値 － 12,000人 13,000人 14,000人 15,000人 
森林づくり参加者数 

実績値 11,596人 12,355人 17,175人   

４２２ 森林のもつ公益的機能の

発揮 



 

③ 森林や木に対する県民の理解と関心を深めるため、学習の場の提供や指導者の育成などにより森

林環境教育の振興をはかります。 
 
＜主な事業＞ 
①（重）森林環境創造事業【基本事業名：42201 環境林整備の推進】 

  予算額：(21) ２４１，９６８ 千円 → (22) ２８８，６０７ 千円 

  事業概要：所有者から 20 年間管理委託を受けた環境林を公共財として位置づけ、森林の公益的

機能が持続的に発揮されるよう、間伐や広葉樹の植栽などにより針葉樹と広葉樹の混

交林への誘導を行うなどの多様な森林づくりを促進します。 

 

②（重）環境林整備治山事業【基本事業名：42201環境林整備の推進】 

  予算額：(21) １１９，６７４ 千円 → (22) １１３，６９０ 千円 

  事業概要：居住地などの上流部に位置する環境林内の保安林等において、災害に強い森林づくり

のための間伐を実施します。 

 

③（重）造林事業【基本事業名：42202 生産林整備の推進】 

  予算額：(21) ３４２，６０３ 千円 → (22) ３０６，８６８ 千円 

  事業概要：森林の公益的機能の高度発揮をはかるため、植栽、下刈、間伐等の森林整備を促進し

ます。 

 

④（重）高齢林整備間伐促進事業【基本事業名：42202 生産林整備の推進】 

  予算額：(21) １６８，０００ 千円 → (22) １１５，９９５ 千円 

  事業概要：植栽から伐採までの育成期間の長期化に対応して森林を健全に育成するため、生産林

において、高齢級（36 年生以上）の森林の間伐を促進します。 

 

⑤（重）多様な主体による森林づくり事業【基本事業名：42203森林づくりへの県民参画の推進】 

  予算額：(21) ２，１６９ 千円 → (22) ４，１４３ 千円 

  事業概要：森林環境に関心を寄せる企業による「企業の森」づくりなどを促進するため、森林所

有者と企業との仲介や技術研修などのサポートを行うとともに、森林のＣＯ２吸収量

認証制度を活用した仕組みづくりを進めます。 

 

⑥（重）森林とのふれあい・学び事業【基本事業名：42204 森林文化および森林環境教育の振興】 

  予算額：(21) ７，８９６ 千円 → (22) ７，６８２ 千円 

  事業概要：森林環境教育の指導者の育成やフィールドの整備、体験教室を実施するとともに、森

林環境教育を進める学校にその活動フィールドを紹介するなど、県民と森林や木との

ふれあいを促進します。 
 

⑦ 山林境界明確化事業【基本事業名：42202生産林整備の推進】 

  予算額：(21) ３８，５８２千円 → (22)  ３０，１５９ 千円 

  事業概要：境界の不明確な森林について、周囲測量等を実施し、境界の明確化を行うことで森林

整備を促進します。 
 
 



 

⑧ 造林地保護対策事業【基本事業名：42202生産林整備の推進】 

  予算額：(21)      －       千円 → (22)  ２５，１３７ 千円 

  事業概要：ニホンジカによる林業被害が発生している区域や被害が想定される区域等において、

ニホンジカの捕獲檻により適切な駆除を行います。 

 


